
２０２４年度 オープン・シンポジウム

主催 神戸大学 水素・未来エネルギー技術勉強会（IGAS-HyTec）

開催日時 2025年 3月 7日（金） 13：30-16：30

開催方式 ハイブリッド開催（対面・リモート併用）

対面会場 神戸大学 深江キャンパス 総合学術交流棟 １F 梅木Yホール
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水素・未来エネルギー技術勉強会 IGAS-HyTec

Industry-Government-Academia Collaboration Study Group of HyTec



2024年度 オープンシンポジウム プログラム
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13:30 第1部 当勉強会からの報告

【オリエンテーション】

13:35 1-1 開会挨拶 神戸大学HyTecセンター長 武田実教授 （IGAS-HyTec主査）

13:40 1-2 研究センター（HyTec）の紹介 同 上

13:50 1-3 勉強会（IGAS-HyTec）の紹介 神戸大学HyTec 駒井啓一客員教授（IGAS-HyTec担当学術研究員）

14:00 1-4 オープンラボラトリー計画の紹介 神戸大学HyTec 繁森敦学術研究員（IGAS-HyTec事務局長）

14:10 第2部 招待講演

14:10 2-1 多様な脱炭素シナリオにおける水素の役割 (公財)地球環境産業技術研究機構 理事長 山地憲治氏

14:40 【中間休憩（10分）】

14:50 2-2 大型液化水素貯槽導入に係る規制合理化に関する取組 高圧ガス保安協会 水素センターシニアエキスパート 中納曉洋氏

15:20 2-3 産業競争力懇談会「水素・超伝導コンプレックス」プロジェクト紹介 （株）日立製作所脱炭素エネルギーイノベーションセンタ主任研究員 和久田毅氏

15:50 第3部 総合討論：カーボンニュートラル社会実現に向けて水素・未来エネルギー技術は何をなすべきか

【オリエンテーション】

15:55 3-1 登壇者の討論 武田（座長）、山地、中納、和久田、駒井、繁森 （敬称略）

16:20 3-2 会場およびリモート参加者との討論 同 上

水素・未来エネルギー技術勉強会 IGAS-HyTec

Industry-Government-Academia Collaboration Study Group of HyTec

時刻はおおよその目安です。進行状況によって調整させていただく可能性がございます。





2024年度オープンシンポジウム

第1部 当勉強会からの報告

1-2 研究センター（HyTec）の紹介

2025年 3月 7日

IGAS-Hytec主査 武田 実 教授

（HyTecセンター長、水素エネルギー技術研究部門長)
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水素・未来エネルギー技術勉強会 IGAS-HyTec

Industry-Government-Academia Collaboration Study Group of HyTec



水素・未来エネルギー技術研究センター・・・発足へのあゆみ



エネルギー技術からのカーボンニュートラル社会実現への挑戦
～ 水素・未来エネルギー技術研究センター ～

水素・未来エネルギー技術
研究センター

水素
エネルギー技術

研究部門

再生可能
エネルギー技術

研究部門

マルチ
エネルギー技術

研究部門

カーボンニュートラルな未来社会の実現を、エネルギー安定供給面から支える技術の
基礎研究と社会実装に、多面的な視点から取り組む

研究センター

のミッション

極低温実験棟
1969年He液化研究
に始まる実験棟

水素実験棟
国内の大学では
唯一の液体水素専用実験棟

練習船 海神丸
液体水素海上輸送等
の研究の可能性

【ミッション】未来エネルギー源の
量的確保

【ミッション】未来エネルギーの安定供給

【ミッション】未来エネルギーの
高度利活用

【コア技術】海洋気象学等を基盤と
する再生可能エネルギー（以下「再
エネ」）技術

【コア技術】極低温技術を起点とする水素エネルギー技術、

【コア技術】電気工学・熱工学等
の多様なエネルギー基盤技術

洋上風力の精度検証への貢献目指
し構築中

【基本テーマ】限られた国土と海域、
自然環境条件との調和、経済性を確保
のもとでの再エネの最大化の獲得を図
る

【基本テーマ】遠隔地に小規模分散し時刻・季節変動も大きい再エネを液体水素等と
して長距離輸送や大規模貯蔵を可能とし、需要地でのエネルギー安定供給に貢献する

【基本テーマ】再エネ、水素、電力、
熱等の多種多様な供給エネルギーを、
需要先のニーズに応じて最小限のエ
ネルギーロスで的確に転換する

洋上風況マップNeoWins

我国の洋上風力開発に不可欠な
ツールを開発

風況観測試験サイト

当初の基本構想モデル

目指す社会実装モデル例

経済産業省提示のイメージ図

トヨタFCV
2014発売

LH2パイロット
2020竣工

日豪水素チェーン
2022完遂式典於ハイタッチ神戸16万m3LH2商用実証

2022AiP取得（川崎重工）

水素CGSポートアイランド：
大林、関電、川重

神戸水素クラスター
播磨臨海水素ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ
進展中（神鋼、関電、日鉄）

神戸及び兵庫そして日本全国さらに世界の産官学との連携と共創を推進し、地球にやさしい未来社会実現への貢献を目指す



「水素・未来エネルギー技術研究センター」の部門構成と役割り（将来ビジョン）

学内共同教育研究推進組織

学長

カーボン
ニュートラル
推進本部

工学研究科 海事科学研究科

水素・未来エネルギー技術
研究センター

複雑熱流体工学
研究センター

国際海事
研究センター

先端膜工学
研究センター

再生可能
エネルギー技術

研究部門

水素
エネルギー技術

研究部門

マルチ
エネルギー技術

研究部門

参加・連携

参加・連携

非化石エネルギー
の確保を目指し洋
上風力等の再生可
能エネルギー技術
を研究

非化石エネルギー
を需要地まで運び、
貯めることを目指
して液体水素等の
技術を研究

多様な非化石エネ
ルギーを無駄なく
効率的に使い、災
害時のレジリエン
ス機能強化を視野
に入れた研究

学術研究
推進機構

SDGs推進室

化石燃料
を減らす

海洋気象学に始まる
再生可能

エネルギー技術

極低温技術に始まる
水素エネルギー技術

電気工学・熱工学等の
多様なエネルギー
基盤技術

全学組織と連携
して、カーボン
ニュートラル・
持続可能な社会
を実現

非化石
エネルギーを

増やす

関連活動
⚫ 水素・未来エネルギー技術勉強会

（産官学 約８０会員と連携、共創）
将来拡充等
⚫ オープンラボラトリー

産官学連携、運営・管理、社会実装
 深江キャンパスLH2試験サイト

（計画中）
 むつ小川原洋上風況観測試験サイト（活動中）

⚫ 学内組織体制強化
 社会システム評価技術・分野横断・文理融合
 持続可能な未来のエネルギー社会像、システム標準化
 産学と連携した国際規格化推進等への貢献



水素・未来エネルギーを取り巻く情勢と連携関係
世界の動き 我国の動き

2016年パリ協定→2050年カーボンニュートラル
欧州等では大規模洋上風力等が急速拡大、水素化検討

水素基本戦略：世界に先駆け2017年⇒2023年6月改訂
2020年カーボンニュートラル宣言：2050年CO2≒0、GI基金2兆円等

イノベーションの創出・国際規格化の推進 産官学連携コンソーシアムの構築

洋上風力発電・
水素製造

オープンラボ
LH2共同実験

LH2タンカー（外航・
内航）関連技術
国際規格・標準化

川崎重工業、岩谷産業
神戸製鋼所、関西電力
エア・ウォーター
神戸水素クラスター企業等

近畿経済産業局・兵庫県
神戸市・新産業創造研究機構
神戸大学・兵庫県立大学
関西学院大学・早稲田大学等

水素・未来エネルギー技術
研究センター

再生可能
エネルギー技術

研究部門

水素
エネルギー技術

研究部門

マルチ
エネルギー技術

研究部門

我国の洋上風力開発に不可欠な
洋上風況マップを構築し公開

洋上風力の精度検証の国内唯一のサイト
を構築、一般利用者にも開放し、観測
データを提供（むつ小川原）

・深江キャンパス・むつ小川原など、学外利用者にもオープン
ラボラトリーとして提供、共同研究・社会実装等を通じた産官
学連携を推進
・国際プロジェクト・国際共同研究等を通じたイノベーション
創出、国際規格化を推進

各方面から求められるニーズを的確に把握・展開することにより、神戸大学カー
ボンニュートラル基本方針に掲げる「知と人を創る異分野共創研究」を念頭に置
いた新領域を開拓し、全学組織と連携して「水素・未来エネルギー社会」の実現
に貢献する。

国内大学では
唯一の液体水素専用実験棟

協働 水
素
・
未
来
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
勉
強
会

（
産
官
学
約
80

会
員
）

社会システム
評価技術
研究部門

将来拡充（R8～）

新設・機能強化（R7～）

ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ･
国際規格化
推進部門

1968年 He液化に始まる極低温実験棟

長距離輸送
FCトラック・
FC電車/飛行機



R6活動進捗状況（水素・未来エネルギー技術研究センター/HyTec）

4月17日 オーストリア大使館商務部と国際ワーク
ショップ共催＠ポーアイ “Hydrogen Connect”

5月30日 香港大学工学部同窓会が深江キャンパス
訪問 HyTec紹介、実験棟および機関室シミュレー
タの見学

9月5日   国際フロンティア産業メッセ2024へ出展
＠ポーアイ HyTecおよび連携創造本部紹介

9月18日 神戸市環境局脱炭素課と意見交換＠深江
「液化水素を軸としたセンター整備に関して」

9月27日 水素･未来エネルギー技術勉強会（IGAS-
HyTec）2024年度第1回定例勉強会開催＠深江

10月8日 ICUS懇談会にて講演＠東京
「先端水素技術研究の取り組み：現状と課題」武田

11月8日 株式会社日本エイピーアイから寄附
「HyTec奨学寄附金」設立

11月28日 神戸市 液化水素貯蔵タンクの将来活用
検討に関する協議会 第1回協議会＠市役所、出席

12月5日 水素･未来エネルギー技術勉強会（IGAS-
HyTec）2024年度第2回定例勉強会開催＠深江

1月22日 液化水素運搬船「すいそふろんてぃあ」
乗船見学
同日 神戸市 液化水素貯蔵タンクの将来活用検討に
関する協議会 第2回協議会＠神戸市、出席

2月14日 ひょうご水素社会推進会議＠県庁、武田
出席

3月7日 水素･未来エネルギー技術勉強会（IGAS-
HyTec）2024年度ｵｰﾌﾟﾝｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ開催＠深江



水素・未来エネルギー技術勉強会 IGAS-HyTec

Industry-Government-Academia Collaboration Study Group of HyTec

2024年度オープンシンポジウム

第1部 当勉強会からの報告

１－3 勉強会（IGAS-HyTec）の紹介

2025年3月7日

神戸大学 HyTec客員教授

IGAS-HyTec担当

駒井啓一















第1のミッション
エネルギーサプライチェーンをつなぐ各種の未来エネルギー技術の開発推進と相互連携を通じCN社会の実現に貢献
第2のミッション
要素・部品からシステムまで多様な業種・業界と連携して社会実装に貢献
第3のミッション
地元神戸/兵庫の産官から、全国規模の企業/機関、更に海外とも連携してグローバルな気候変動対策、CN社会実現に貢献

勉強会活動の目指すべきところは？・・CN社会実現に向け水素・未来エネルギー技術の産官学の連携推進

主旨に賛同いただける産官学有志の参加を歓迎します





オープンラボラトリー計画概要
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